
国立大学法人大分大学外国人研究員規程 

平成１６年４月１日制定 

平成１６年規程第４９号 

 

（趣旨） 

第１条  この規程は，国立大学法人大分大学法人規則（平成１８年規則第４号。以下「法人規則」

という。）第１５条の規定により，外国人研究員に関し必要な事項を定める。 

 

（適用範囲） 

第１条の２ この規程において外国人研究員とは，法人規則第４条第２項第１３号に規定する外

国人研究員をいう。 

 

（定義） 

第２条  外国人研究員とは，我が国における学術研究の推進を図るため，国立大学法人大分大学

（以下「法人」という。）の研究施設等において共同研究等に参画させることを目的として法人

が招へいし，研究員として雇用する外国人をいう。 

 

（給与） 

第３条  外国人研究員の給与は，本給及び諸手当とし，次の各号に掲げるとおり支給する。 

（１） 本給は，別表第１によるものとし，その雇用期間の算定に当たっては，会計年度を超

えた期間を通算する。 
（２） 通勤手当は，国立大学法人大分大学職員給与規程（平成１６年規程第１８号。以下「給

与規程」という。）に準じて支給する。 
２ 外国人研究員に係る号給は，別表第２の号級格付基準表により給与規程に準じて算定し，決

定する。 

３  自己の病気により引き続き９０日を超えて勤務しないときは，９０日を超えた日以後の本給

は半減した額を支給する。 

 

（服務等） 

第４条  勤務時間その他服務に関すること及び休日，休暇等の取扱いについては，法人の大学教

員の例に準ずるものとする。 

 

（労働契約の期間等） 

第５条  外国人研究員の労働契約の期間については，非常勤職員の労働契約の期間の例に準ずる

ものとする。 

２  労働契約の期間内において，一方の都合により労働契約を解約することができる。この場合

において，解約しようとする一方から少なくとも３０日前にその旨を他の一方に通知するもの

でなければ，この解約の効力は生じないものとする。 

３  自己の病気により引き続き１８０日を超えて勤務しないときは，学長は労働契約を解約する

ことができる。 

４ 労働契約は日本語及び当該外国人が契約内容を理解できる外国語の契約書で締結するものと

する。ただし，当該外国人が日本語で契約内容を十分理解できる場合は日本語の契約書のみと

することができる。 

 

（住居） 

第６条 学長は，外国人研究員に対し，労働契約の期間中，調度，電気，ガス，水道等が設備さ

れた住居を提供し，その住居の使用料を徴収する。 

２ 前項による外国人研究員の居住に係る電気，ガス及び水道の使用料金については，原則とし

て本人負担とする。 

 

（赴任旅費及び帰国旅費） 



第７条  外国人研究員に対し，赴任又は帰国に当たり，赴任旅費及び帰国旅費を支給する。 

２ 前項の帰国旅費は，原則として，外国人研究員が引き続き２年以上勤務し，かつ，契約期間

が満了した場合であって，期間満了後３月以内に本邦を出発するときに支給するものとする。 

 

（招へい手続等） 

第８条  外国人研究員の雇用に当たり，招へい状を学長名で発するものとし，その招へい状にお

いて，学部又は学科，招へい期間，給与額，住居，赴任及び帰国旅費等招へいの条件を詳示す

るものとする。 

 

（雑則） 

第９条  この規程に定めるもののほか，外国人研究員に関し必要な事項は，学長が別に定める。 

 

附  則 

１  この規程は，平成１６年４月１日から施行する。 

２  平成１６年３月３１日に現に在職する外国人教師の期間の更新は，第６条第２項の規定にか

かわらず，法人の大学教員の定年までとする。 

３  外国人教師及び外国人研究員に関する制度について変更の必要がある場合には，その都度協

議するものとする。 

４ 外国人教師に係る勤勉手当及び通勤手当並びに外国人研究員に係る通勤手当については，給

与規程の一部を改正する規程（平成２６年規程第４５号）による改正後の給与規程の規定に準

じて支給する。 

 

   附 則（平成２１年規程第５５号） 
１ この規程は，平成２１年４月１日から施行する。 
２ 国立大学法人大分大学外国人教師及び外国人研究員の給与及び雇用の手続等に関する申合せ

（平成１６年４月１日制定）及び国立大学法人大分大学外国人教師退職手当支給要項（平成１

６年４月１日制定）は，廃止する。 
 

附 則（平成２５年規程第１４号） 
この規程は，平成２５年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成２５年規程第７７号） 
この規程は，平成２５年１２月２５日から施行する。 

 

附  則（平成２６年規程第４９号） 

 （施行期日） 

１ この規程は，平成２７年１月１日から施行し，この規程による改正後の国立大学法人大分大

学外国人教師及び外国人研究員に関する規程（以下「新規程」という。）の規定は，平成２６年

４月１日から適用する。ただし，新規程第３条第１項第１号のイに規定する勤勉手当について

は，同年１２月１日から適用する。 

（差額の支給） 

２ 平成２７年１月１日に在職する外国人教師及び外国人研究員で，新規程の適用により，改正

前の国立大学法人大分大学外国人教師及び外国人研究員に関する規程に基づき既に支給された

給与との間に差額の生じるものに対しては，施行日以降の給与の最初の支給日にその差額を支

給する。 

 

附 則（平成２７年規程第７２号） 
 この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

 

   附 則（平成２８年規程第９５号） 

この規程は，平成２９年１月１日から施行する。 



 
   附 則（平成３１年規程第１０号） 
 この規程は，平成３１年３月２２日から施行する。 
 

附 則（令和４年規程第６号） 
この規程は，令和４年４月１日から施行する。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
別表第１ 

外国人研究員の本給表（第３条関係） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第２ 
号給格付基準表（第３条関係） 

 
号 給 大学卒業後の経験年数 短期大学卒業後の経験年数 

１   ０年以上～ ２年未満   ０年以上～ ５年未満 
２ ２年以上～ ７年未満 ５年以上～１０年未満 

３ ７年以上～１２年未満 １０年以上～１５年未満 

４ １２年以上～１９年未満 １５年以上～２２年未満 

５ １９年以上～２６年未満 ２２年以上～２９年未満 

６ ２６年以上～３２年未満 ２９年以上～３５年未満 

７ ３２年以上～ ３５年以上～ 
 

雇

用 
期

間 

号 給 及 び 本 給 月 額 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

６

月 
以

上 

円 
377,000 

円 
429,000 

円 
479,000 

円 
524,000 

円 
567,000 

円 
611,000 

円 
644,000 

６

月 
未

満 

円 
330,000 

円 
375,000 

円 
419,000 

円 
458,000 

円 
496,000 

円 
534,000 

円 
563,000 


